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健康科学科

大澤　功

A　（著　書）
著書・論文等の名称 共著

単著 発表年月 発表雑誌等 編著・共著者 該当頁

1.糖尿病運動療法指導マニュアル．６．運動
を開始し，続けるためのコツ

共著 2011年６月 南江堂 佐藤祐造編著，
田村好史，河盛隆造，
押田芳治，田中史朗，
曽根博仁，細井雅之，
加賀英義，藤沼宏彰，
鈴木進，大沢功，
佐藤祐造，内野泰，
牧田茂，横地正裕，
渥美義仁，船山崇

pp.67‒73

B　（論　文）
著書・論文等の名称 共著

単著 発表年月 発表雑誌等 編著・共著者 該当頁

1.アスペルガー症候群の大学生に対する連
携支援

共著 2010年10月 臨床精神医学，39巻９
号

外ノ池隆史，糠谷敬子，
塚本隆正，飯田直子，
鈴木小央里，大澤功

pp.1127‒1132

2.保健科教育法Ⅰにおけるヒト遺伝情報の
取り扱いと遺伝子解析法に関する実験の授
業

共著 2010年12月 愛知学院大学論叢心身
科学部紀要，第６号

市原啓子，大澤功 pp.103‒110

3.大学生の Sense of Coherence (SOC) と歯
科衛生士業務の認知度に関する研究

共著 2011年１月 口腔衛生会誌，261巻
１号

合場千佳子，中垣晴男，
森田一三，大澤功，
渡邊貢次

pp.2‒29

4.小学生の歯肉炎有所見状況と生活習慣要
因の関連について

共著 2011年８月 学校保健研究，第53巻
第３号

大須賀惠子，中垣晴男，
渡邉智之，松山吟珠，
大澤功，佐藤祐造

pp.225‒231

D　（学会発表等）
演題の名称 発表

形式 発表年月 学会等名称・開催地 発表者 該当頁

1.学生が主体となった禁煙キャンペーンの
取組み

学会
発表

2010年10月 第48回全国大学保健管
理研究集会，千葉

糠谷敬子，森山恭子，
北村伊都子，北村洋子，
宇野智子，大澤功

2. LDL/HDL‒ コレステロール比と慢性腎臓
疾患との関連性

学会
発表

2010年10月 第69回日本公衆衛生学
会，東京

柴田清，鈴木貞夫，
安田宜成，駒田絹子，
佐藤寿一，後藤慎一，
大澤功

3.アスペルガー障害の大学生に対する支援 学会
発表

2010年11月 第57回日本学校保健学
会坂戸

糠谷敬子，外ノ池隆史，
大澤功

4.学校管理下における入院を伴う負傷の年
齢別発生率と発生要因の分析

学会
発表

2010年11月 第57回日本学校保健学
会坂戸

下村淳子，井澤昌子，
森田一三，中垣晴男，
大澤功，佐藤祐造

5.学校管理下における熱中症発症状況の分
析

学会
発表

2010年11月 第57回日本学校保健学
会坂戸

井澤昌子，下村淳子，
森田一三，大澤功，
中垣晴男，佐藤祐造

6.愛知県の学校管理下における熱中症発症
と環境温度との関連

学会
発表

2010年11月 第57回日本学校保健学
会坂戸

井澤昌子，下村淳子，
森田一三，大澤功，
中垣晴男，佐藤祐造

7.喫煙・飲酒・薬物 ポス
ター
発表
座長

2010年11月 第57回日本学校保健学
会坂戸

大澤功
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D　（学会発表等）
演題の名称 発表

形式 発表年月 学会等名称・開催地 発表者 該当頁

8.社会医学・医療経済学２ 一般
演題
座長

2011年５月 第54回日本糖尿病学会
年次学術集会，札幌

大澤功

9.医療における意思決定 講師 2011年８月 平成23年度随真会総会
特別講演（愛知学院大
学歯学部口腔衛生学講
座同門会），名古屋

大澤功

10.中学・高等学校における体育的部活動
中の球技による負傷割合

学会
発表

2011年９月 第54回東海学校保健学
会，名古屋

野々山順也，森田一三，
中垣晴男，下村淳子，
大澤功，佐藤祐造，
柘植紳平

11.肥満誘発性２型糖尿病モデルラットに
おける防風通聖散のインスリン抵抗性改善
作用

学会
発表

2011年９月 第32回日本肥満学会，
淡路

小林亮平，大澤功，
佐藤祐造

大須賀惠子

A　（著　書）
著書・論文等の名称 共著

単著 発表年月 発表雑誌等 編著・共著者 該当頁

1.福祉実践をサポートする介護概論 共著 2011年３月 保育出版社 菊池信子編著 pp.82‒87，
p.193

B　（論　文）
著書・論文等の名称 共著

単著 発表年月 発表雑誌等 編著・共著者 該当頁

1.小学生の永久歯う蝕・歯肉炎の関連と保
健指導上の課題

共著 2010年12月 愛知学院大学論叢心身
科学部紀要，第６号

大須賀惠子，松山吟珠，
渡邉智之，古川博雄

pp.11‒20

2.幼児における複数う歯発生要因構造と牛
乳摂取の関連

共著 2011年３月 心身科学，第３巻第１
号

大須賀惠子，酒井映子，
佐藤祐造

pp.13‒20

3.小学生の歯肉炎有所見状況と生活習慣要
因の関連について

共著 2011年８月 学校保健研究，第53巻
第３号

大須賀惠子，中垣晴男，
渡邉智之，松山吟珠，
大澤功，佐藤祐造

pp.225‒231

D　（学会発表等）
演題の名称 発表

形式 発表年月 学会等名称・開催地 発表者 該当頁

1.小児におけるう歯の多寡と牛乳摂取量の
関連について

学会
発表

2010年10月 第69回日本公衆衛生学
会総会，東京

大須賀惠子，千野直仁，
酒井映子，佐藤祐造

2. The association between lifestyle and body 
proportion in primary school children

学会
発表

2011年７月 THE 2nd JAPAN-
KOREA JOINT 
CONFERENCE ON 
COMMUNITY 
HEALTH NURSING, 
Kobe City

Ohsuka K,
Matsuyama G,
Watanabe T

片山和男

D　（学会発表等）
演題の名称 発表

形式 発表年月 学会等名称・開催地 発表者 該当頁

1.看護学生の精神科実習のストレスと自我
状態の関連

学会
発表

2011年10月 ライフケア学会学術大
会，横浜ワールドポー
ターズ

畔柳守男，片山和男

2.《一般演題》 栄養・運動部会 司会 2011年10月 ライフケア学会学術大
会，横浜ワールドポー
ターズ
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北村洋子

B　（論　文）
著書・論文等の名称 共著

単著 発表年月 発表雑誌等 編著・共著者 該当頁

1. PDSAサイクルを活用した耳型採取実習
の検討

共著 2010年12月 愛知学院大学論叢心身
科学部紀要，第６号

北村洋子，片岡亜紀，
尾崎史知，小塚総一郎，
清水隆久，平井俊隆，
市川和幸

pp.73‒80

D　（学会発表等）
演題の名称 発表

形式 発表年月 学会等名称・開催地 発表者 該当頁

1.学生が主体となった禁煙キャンペーンの
取組み

学会
発表

2010年10月 第48回全国大学保健管
理研究集会

糠谷敬子，森山恭子，
北村伊都子，北村洋子，
宇野智子，大澤功

齊藤　満

B　（論　文）
著書・論文等の名称 共著

単著 発表年月 発表雑誌等 編著・共著者 該当頁

1. Delayed vasoconstrictor response to venous 
pooling in the calf is associated with high 
orthostatic tolerance to LBNP

共著 2010年10月 J Appl. Physiol. Vol.109, 
No.4

Hachiya T, Walsh ML, 
Saito M, Blaber AP.

pp.996‒1001

2. Neurovascular decompression of the rostral 
ventrolateral medulla decreases blood pressure 
and sympathetic nerve activity in patients with 
refractory hypertension

共著 2011年６月 J Clin Hypertens　DOI: 
10.1111/j.1751-
7176.2011.00522.x

Sasaki S, Tanda S,
Hatta T, Morimoto S, 
Takeda K, Kizu O, 
Tamaki S, Saito M, 
Tamura Y, Kondo A.

3. Hypoxia augments muscle sympathetic 
neural response to leg cycling

共著 2011年８月 Am J Physiol Regul 
Integr Comp Physiol 
Vol.301, No.2

Katayama K. Ishida K, 
Iwamoto E, Iemitsu M, 
Koike T, Saito M.

pp.R456‒R464

C　（翻訳・資料）
著書・論文等の名称 共著

単著 発表年月 発表雑誌等 編著・共著者 該当頁

1. K1. K2（運動生理学，測定評価） の発表に
ついて

単著 2011年６月 東海体育学会会報，
No.84

pp.27

2.圧受容器反射 単著 2011年８月 自律神経，48巻４号 pp.303‒305
D　（学会発表等）

演題の名称 発表
形式 発表年月 学会等名称・開催地 発表者 該当頁

1.高強度運動時の心拍同期性筋交感神経活
動反応の検討

学会
発表

2010年10月 第63回日本自律神経学
会総会，横浜

齊藤満

2.圧受容器反射 ─運動時の圧調節から考
える─

セミ
ナー
発表

2010年10月 第63回日本自律神経学
会総会，横浜

齊藤満

3. Muscle sympathetic activity during 
submaximal cycling exercise in hypoxia

学会
発表

2011年６月 American College of 
Sports Medicine, 58th 
Annual meeting and 2nd 
world congress on 
Exercise Medicine

Katayama K, Ishida 
K,Iwamoto E, Iemitsu 
M, Koike T, Saito M.

4.自律神経と循環 ─トレーニングで循環
調節は変わるか─

シン
ポジ
ウム
オー
ガナ
イザ
ー

2011年８月 第19回日本運動生理学
会大会，徳島

齊藤満
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D　（学会発表等）
演題の名称 発表

形式 発表年月 学会等名称・開催地 発表者 該当頁

5.低酸素環境における動的運動時の筋交感
神経活動とノルエピネフェリン

学会
発表

2011年８月 第19回日本運動生理学
会大会，徳島

片山敬章，岩本えりか，
石田浩司，家光素行，
齊藤満

6.皮膚交感神経活動と発汗 ワー
クシ
ョッ
プオ
ーガ
ナイ
ザー

2011年９月 第19回日本発汗学会，
愛知

齊藤満，新藤和雅

佐藤祐造

A　（著　書）
著書・論文等の名称 共著

単著 発表年月 発表雑誌等 編著・共著者 該当頁

1.メディカルアクアフィットネスインスト
ラクター教本 :第４章内科的疾患（脂質異
常症・糖尿病）の予防改善とアクアフィッ
トネス

単著 2011年７月 ㈳日本スイミングクラ
ブ協会

pp.161‒188

2.メディカルアクアフィットネスインスト
ラクター教本 :第５章肥満予防改善とアク
アフィットネス

単著 2011年７月 ㈳日本スイミングクラ
ブ協会

pp.189‒214

3.スポーツ医学研修会テキスト（第３版改
訂版）（日本体力医学会学術委員会 スポー
ツ医学研修会実行委員会編）：7.生活習慣
病の運動処方

単著 2011年６月 日本体力医学会スポー
ツ医学研修会実行委員
会

pp.83‒90

4.糖尿病運動療法指導マニュアル（編集 :
佐藤祐造）

単編 2011年６月 南江堂 pp.1‒89

5.糖尿病運動療法指導マニュアル（編集 :
佐藤祐造）：序文

単著 2011年６月 南江堂 頁番号なし

6.糖尿病運動療法指導マニュアル（編集 :
佐藤祐造）：4.運動療法実施上の注意点　
1.食事療法・ほかの治療法との関連

単著 2011年６月 南江堂 pp.43‒45

7.糖尿病運動療法指導マニュアル（編集 :
佐藤祐造）：4.運動療法実施上の注意点　
2.準備・整理運動

共著 2011年６月 南江堂 横地正裕，佐藤祐造 pp.45‒49

8.糖尿病運動療法指導マニュアル（編集 :
佐藤祐造）：4.運動療法実施上の注意点　
3.低血糖

単著 2011年６月 南江堂 pp.50‒51

9.糖尿病運動療法指導マニュアル（編集 :
佐藤祐造）：4.運動療法実施上の注意点　
4.水分補給

単著 2011年６月 南江堂 pp.52‒55

10.糖尿病運動療法指導マニュアル（編集 :
佐藤祐造）：4.運動療法実施上の注意点　
5.膝や腰の障害防止

共著 2011年６月 南江堂 横地正裕，佐藤祐造 pp.55‒58

11.糖尿病運動療法指導マニュアル（編集 :
佐藤祐造）：4.運動療法実施上の注意点　
6.運動のための靴の選び方とフットケア

共著 2011年６月 南江堂 横地正裕，佐藤祐造 pp.59‒61

12.糖尿病運動療法指導マニュアル（編集 :
佐藤祐造）：付録①　用語集（糖尿病運動療
法にかかわる専門用語の解説）

単著 2011年６月 南江堂 pp.75‒78

13.ヴィジュアル糖尿病臨床のすべて　ス
マートな糖尿病診断と治療の進め方（編集
主幹 :荒木栄一，専門編集 :谷澤幸生）：７
章食事・運動療法―実践可能な指導法

共著 2011年８月 中山書店 佐藤祐造，宇野智子 pp.146‒151
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B　（論　文）
著書・論文等の名称 共著

単著 発表年月 発表雑誌等 編著・共著者 該当頁

1. Prevention of type 2 diabetes in a primary 
healthcare setting: Three-year results of 
lifestyle intervention in Japanese subjects with 
impaired glucose tolerance.

共著 2011年１月 BMC Public Health，11
巻

Sakane N, Sato J, 
Tsushita K, Tsujii S, 
Kotani K, Tsuzaki K, 
Tominaga M, Kawazu S, 
Sato Y, Usui T, Kamae I, 
Yoshida T, Kiyohara Y, 
Sato S and Kuzuya H

pp.40‒47

2. Association between improvements in insulin 
resistance and changes in cognitive function in 
elderly diabetic patients with normal cognitive 
function.

共著 2011年７月 Geriatr.Gerontol. Int. 11
巻

Yanagawa M, Umegaki 
H, Uno T, Khookhor O, 
Kawano N, Maeno H, 
Yamanouchi K and 
Sato Y 

pp.341‒347

3. Effect of branched-chain amino acid 
supplementation during unloading on 
regulatory components of protein synthesis in 
atrophied soleus muscles.

共著 2011年８月 Eur.J.Appl.Physiol，111
巻８号

Bajotto G, Sato Y, 
Kitaura Y and 
Shimomura Y

pp.1815‒1828

4.地域住民を対象とした生活習慣病予防教
室の効果 ─医歯薬看心身系の大学連携に
よる実践事業─

共著 2010年12月 愛知学院大学論叢心身
科学部紀要，第６号

近藤健司，内藤正和，
長崎大，水藤弘吏，
加藤宏一，森圭子，
佐久間清美，山村恵子，
池田豊應，福田光男，
中垣晴男，佐藤祐造

pp.53‒60

5.若年層を対象とした栄養と運動に関する
生活習慣改善プログラムの評価

共著 2010年12月 愛知学院大学論叢心身
科学部紀要，第６号

内藤正和，武藤亜有，
近藤健司，川崎和彦，
酒井映子，佐藤祐造

pp.81‒91

6.幼児における複数う歯発生要因構造と牛
乳摂取の関連

共著 2011年３月 心身科学，第３巻第１
号

大須賀恵子，酒井映子，
佐藤祐造

pp.13‒20

7.糖尿病レクチャー　特集 糖尿病運動療
法 Q&A ─現場で役立つ考え方と指導法─
（監修 :佐藤祐造，編集 :植木彬夫）

共著 2011年７月 総合医学社 pp.241‒445

8.糖尿病レクチャー　特集 糖尿病運動療
法 Q&A ─現場で役立つ考え方と指導法─
（監修 :佐藤祐造，編集 :植木彬夫）：座談会 
これだけは知っておきたい 糖尿病運動療
法の実践

共著 2011年７月 総合医学社 出席者 :山田悟，
佐藤祐造，北原綾，
天川淑宏，
司会者 :植木彬夫

pp.241‒256

9.糖尿病レクチャー　特集 糖尿病運動療
法 Q&A ─現場で役立つ考え方と指導法─
（監修 :佐藤祐造，編集 :植木彬夫）：Ⅰ．糖
尿病における運動療法 Q1運動療法の過去，
現在，未来について教えて下さい

単著 2011年７月 総合医学社 pp.257‒263

10.糖尿病レクチャー　特集 糖尿病運動療
法 Q&A ─現場で役立つ考え方と指導法 ─
（監修 :佐藤祐造，編集 :植木彬夫かと：II．
運動療法指導の基本的なこと　Q12NEAT
とは何ですか

共著 2011年７月 総合医学社 津田謹輔，津田雄介，
佐藤祐造

pp.332‒338

11.小学生の歯肉炎有所見状況と生活習慣
要因の関連について

共著 2011年８月 学校保健研究，53巻３
号

大須賀惠子，中垣晴男，
渡邉智之，松山吟珠，
大澤功，佐藤祐造

pp.225‒231

12.第４章管理・治療　運動療法の実際 単著 2010年10月 最新医学別冊　新しい
診断と治療の ABC 18/
代謝２　糖尿病　改訂
第２版

pp.94‒102

13. II章糖尿病の早期治療 5.運動療法　運
動療法の理論と意義

単著 2010年10月 日本医師会雑誌，139
巻特別号 (2) 糖尿病診
療2010

pp.S154‒S157
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B　（論　文）
著書・論文等の名称 共著

単著 発表年月 発表雑誌等 編著・共著者 該当頁

14. II.糖尿病性腎症　治療　運動療法 単著 2010年11月 日本臨牀，68巻増刊号
９糖尿病性細小血管症
（第２版） ─発症・進
展制御の最前線─

pp.494‒498

15.特集 身体活動と2型糖尿病，生活習慣病　
運動による糖尿病治療効果とそのエビデン
ス

単著 2010年11月 内分泌・糖尿病・代謝
内科，31巻５号

pp.446‒454

16.特集 肥満と漢方 肥満の東西融合医療 共著 2010年11月 漢方と最新治療，19巻
４号

宇野智子，佐藤祐造 pp.313‒318

17.教育講演　糖尿病の運動療法 単著 2010年10月 兵庫県医師会医学雑
誌，53巻１号

pp.18‒20

18.編集後記 単著 2011年２月 学校保健研究，52巻６
号

p.484

19.通巻150号特別企画　わたしと糖尿病と
「プラクティス」　わたしと糖尿病運動療法
研究と「プラクティス」

単著 2011年１月 プラクティス，28巻１
号

p.58

20.第61回日本東洋医学会学術総会　会頭
講演　21世紀の漢方医学 ─生活習慣病予
防治療の新しい可能性を求めて─

単著 2011年１月 日本東洋医学雑誌，62
巻１号

pp.1‒16

21.日本学校保健学会会員の皆様へ
東日本大震災被災の皆様へお見舞い申し上
げます

単著 2011年４月 学校保健研究，53巻１
号

頁なし

22.糖尿病治療の実際 ─基礎から最前線ま
で　運動療法

共著 2011年５月 からだの科学，269号 宇野智子，佐藤祐造 pp.45‒48

23.特集 内科疾患の運動療法 ─課題と展望　
糖尿病

共著 2011年６月 総合リハビリテーショ
ン，39巻６号

佐藤祐造，渡邉智之，
宇野智子

pp.535‒540

24.特集　高齢者の糖尿病管理　高齢者に
おける運動効果と糖尿病の運動処方ガイド
ライン

共著 2011年８月 月刊糖尿病，３巻８号 佐藤祐造，北村伊都子 pp.44‒53

25.私と肥満研究21　肥満学生のサマーキ
ャンプ

単著 2011年６月 アディポサイエンス，
７巻４号

pp.378‒380

26. H21選定　大学教育充実のための戦略
的大学連携支援プログラム　生活習慣病予
防教育体制の構築を目指して

単著 2011年６月 文部科学時報，1626号 pp.30‒31

27. 〔福岡大学　身体活動の研究拠点形成〕
中間評価委員会　評価結果

単著 2011年３月 私立大学戦略的研究基
盤形成支援事業　身体
活動の研究拠点形成　
身体活動の健康科学に
関する総合研究　平成
22年度研究報告書　研
究代表者　田中宏暁 .

pp.226‒230

28.巻頭言　21世紀の学校保健活動 単著 2010年12月 学校保健研究，52巻５
号

p.366

29. [COMMENTARY] Physical exercise 
improves low cardiorespiratory fitness 
associated with intramyocellular lipids in 
patients with metabolic syndrome.

単著 2011年９月 Hypertens. Res.，34巻
９号

pp.991‒993

C　（翻訳・資料）
著書・論文等の名称 共著

単著 発表年月 発表雑誌等 編著・共著者 該当頁

1.くらしの泉　Healthインフルエンザ 単著 2010年12月 INFORMO，67巻 pp.15‒16
2.特集　糖尿病の発症と進行を防ぐ運動療
法　運動・身体活動量を増やし，安定した
血糖値を維持

単著 2010年８月 健康づくり，第388号 pp.4‒5

3.第61回日本東洋医学会学術総会開催の御
礼

単著 2011年１月 漢方の臨床，58巻１号 p.40



77─　 ─

C　（翻訳・資料）
著書・論文等の名称 共著

単著 発表年月 発表雑誌等 編著・共著者 該当頁

4.健康生きがい支援企画　お元気ですか　
第55回平成22年度第1回金沢医科大学大学
プログラム　運動と食事が改善の両輪　よ
り良い糖尿病のコントロールを !　軽度の
運動を週に3回以上

単著 2011年１月 月刊北國アクタス，23
巻２号

p.170

5.はじめに 単著 2011年２月 文部科学省委託事業「子
どもの生活習慣づくり
支援事業 ─地域におけ
る研究成果普及啓発事
業─早寝早起き朝ごは
ん　子どもの生活習慣
づくりフォーラム inあ
いち　成果報告書

p.1

6.卒業生へ贈る言葉（平成22年度）自信を持
とう

単著 2011年３月 愛知学院大学だより，第
174号

p.3

7.糖尿病は歩いても改善しない人が多く，
重大原因は糖を体内で燃やす下半身の筋肉
の衰え

単著 2011年１月 夢21，７巻１号 pp.86‒87

8.くらしの泉　Health春に増加する花粉症 単著 2011年３月 INFORMO，68巻 pp.7‒8
9.通風筒 単著 2011年３月 中日新聞朝刊，3/3付 p.37
10.専門家に聞く特別編　緊急特集　生活
習慣改善と対策

単著 2011年５月 暮らしいきいき，2011
年５月号 .

pp.2‒11

11.くらしの泉　Health食中毒に気をつけ
よう

単著 2011年６月 INFORMO，69巻 pp.7‒8

12. ４元中継で遠隔講義 単著 2011年１月 中日新聞夕刊，1/12付 p.1
13.専門医が語る　糖尿病の運動療法 単著 2010年11月 専門医が語る　糖尿病

の運動療法（冊子版）（ロ
ッシュ・ダイアグノス
ティックス㈱）

監修 :佐藤祐造 pp.1‒11

14.専門医が語る　糖尿病の運動療法 単著 2010年11月 専門医が語る　糖尿病
の運動療法（Web版）（ロ
ッシュ・ダイアグノス
ティックス㈱）

監修 :佐藤祐造 h t t p : / w w w.
accu-chek.jp/

15.第3回日本肥満治療学会　肥満症患者の
特性に応じたフォーミュラ食 .運動療法を　
日常生活で NEATを増加させる工夫を

単著 2010年11月 Medical Tribune，11/4付 p.32

16.第45回糖尿病学の進歩　間食やめられ
ない患者　医療スタッフの対応に期待大　
有酸素運動 vsレジスタンス運動との併用
～高齢患者にもそれぞれメリットが

単著 2011年５月 Medical Tribune，5/26付 p.31

17.北国健康生きがい支援事業　2010年度
〔第1回〕金沢医科大学プログラム総合医学
研究所市民公開セミナー　よりよい糖尿病
のコントロールを !特別講演　糖尿病はど
んな病気 ?その治療は ?

単著 2010年11月 北國新聞，11/30付 p.30

18.桑名高　敷地内に喫煙所 単著 2011年６月 中日新聞夕刊，6/29付 p.13
19.くらしの泉　Health糖尿病の運動療法 単著 2011年９月 INFORMO，70巻 pp.7‒8
20 監修 2011年８月 家庭の救急法　誰でも

できる応急手当（監修 :
愛知県医師会（野村直
孝，上山昌史，岩佐充二，
細川秀一，北川喜己，津
村治男，長嶋正實，佐藤
祐造），協力 :勝野眞吾）

pp.1‒16
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C　（翻訳・資料）
著書・論文等の名称 共著

単著 発表年月 発表雑誌等 編著・共著者 該当頁

21 単著 2011年６月 日本体力医学会健康科
学アドバイザー（称号）
認定試験過去問集　最
近6カ年　300題　過去
問 /正解 /解説　2011年
版　日本体力医学会

pp.5‒6，
26‒27，43‒44，
78‒79，91‒92

D　（学会発表等）
演題の名称 発表

形式 発表年月 学会等名称・開催地 発表者 該当頁

1.内分泌・代謝系の運動生理とトレーニン
グ効果

講演
会

2010年10月 第23回（平成22年度）健
康スポーツ医学講習
会，東京

佐藤祐造

2.メタボリックシンドロームとは 講演
会

2010年10月 平成22年度（第17回）関
節リウマチと生活習慣
病（糖尿病）の在宅管理
と介護研修会，名古屋

佐藤祐造

3.特別講演　糖尿病はどんな病気 ?その治
療は ?

講演
会

2010年10月 一般公開講座・石川県
民大学校教養講座　金
沢医科大学総合医学研
究所　市民公開セミナ
ー　北国健康生きがい
支援事業　第１回金沢
医科大学プログラム　
より良い糖尿病のコン
トロールを !，金沢

佐藤祐造

4.第1回生活習慣のリフォームの要点・参
加前の形態測定，血液生化学検査

講演
会

2010年10月 なごや健康カレッジ
「生活習慣のリフォー
ム，匠の技，お教えしま
す」，名古屋

佐藤祐造

5.教育講演　肥満症の運動療法 座長 2010年10月 第31回日本肥満学会，
前橋

佐藤祐造

6.小児における複数う歯発生要因構造と牛
乳摂取量

ポス
ター
発表

2010年10月 第69回日本公衆衛生学
会，東京

大須賀恵子，千野直仁，
酒井映子，佐藤祐造

7 委員
長

2010年10月 子どもの生活習慣づく
りフォーラム inあい
ち実行委員会，名古屋

佐藤祐造

8.事例発表 コー
ディ
ネー
ター
（ 助
言
者）

2010年10月 子どもの生活習慣づく
りフォーラム inあい
ち実行委員会，名古屋

佐藤祐造

9.大学生のメタボリックシンドローム予防
事業における大規模生活習慣調査の検討

ポス
ター
発表

2010年10月 第69回日本公衆衛生学
会，東京

川崎和彦，渡邉智之，
森圭子，佐藤祐造，
下方浩史

10.大学生のメタボリックシンドローム予
防事業における食事調査結果の検討

ポス
ター
発表

2010年10月 第69回日本公衆衛生学
会，東京

森圭子，渡邉智之，
川崎和彦，佐藤祐造，
下方浩史

11.新しい診断基準の拠りどころと正しい
捉え方

座長 2010年10月 2010年度医療スタッフ
のための糖尿病セミナ
ー “We are up for self-
care”，横浜

佐藤祐造

12 主催 2010年10月 東海学校保健学習会，
名古屋

佐藤祐造
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D　（学会発表等）
演題の名称 発表

形式 発表年月 学会等名称・開催地 発表者 該当頁

13.生活習慣病（成人病）　糖尿病 (1) 講演
会

2010年10月 平成22年度健康運動指
導士養成講習会　後期　
愛知会場，名古屋

佐藤祐造

14.生活習慣病（成人病）　糖尿病 (2) 講演
会

2010年10月 平成22年度健康運動指
導士養成講習会　後期　
愛知会場，名古屋

佐藤祐造

15. Effects of Mongolian Saussurea amara plant 
extract on in vivo insulin action in 
steptozotocin-induced diabetic rats.

ポス
ター
発表

2010年10月 8th International 
Diabetes Federation 
Western Pacific Region 
Congress，Busan，
Korea

Khookhor O and 
Sato Y

16.生活習慣病を予防するための運動 講演
会

2010年11月 文部科学省　平成21年
度大学教育充実のため
の戦略的大学連携支援
プログラム　東名古屋
健康カレッジ，日進

佐藤祐造，内藤正和

17.シンポジウム「全人的医療に於ける漢方
の役割」生活習慣病の予防・治療に果たす
漢方薬の役割

学会
発表

2010年12月 第14回日本統合医療学
会総会，徳島

佐藤祐造

18.保健学習・保健指導 座長 2010年11月 第57回日本学校保健学
会，坂戸

佐藤祐造

19.学校管理下における入院を伴う負傷の
年齢別発生率と発生要因の分析

学会
発表

2010年11月 第57回日本学校保健学
会，坂戸

下村淳子，井澤昌子，
森田一三，中垣晴男，
大澤功，佐藤祐造

20.学校管理下における熱中症発症状況の
分析

学会
発表

2010年11月 第57回日本学校保健学
会，坂戸

井澤昌子，下村淳子，
森田一三，大澤功，
中垣晴男，佐藤祐造

21.愛知県の学校管理下における熱中症発
症と環境温度との関連

学会
発表

2010年11月 第57回日本学校保健学
会，坂戸

井澤昌子，下村淳子，
森田一三，大澤功，
中垣晴男，佐藤祐造

22.第６回なごや健康カレッジ総括 講演
会

2010年12月 なごや健康カレッジ
「生活習慣のリフォー
ム，匠の技，お教えしま
す」，名古屋

佐藤祐造

23 ヒア
リン
グ

2010年12月 経済産業省調査事業　
地域一体型生活習慣病
予防・介護予防システ
ム調査　医療・介護周
辺サービス産業創出事
業健康プログラム，日
進

佐藤祐造

24.ディベート型ワークショップ　糖尿病
の運動指導～有酸素運動 orレジスタンス
トレーニング

座長 2011年２月 第45回糖尿病学の進
歩，福岡

佐藤祐造

25.特別講演：生活習慣病の予防と運動 :
糖尿病，メタボリックシンドロームを中心
にして

講演
会

2011年２月 愛知学院大学関西同窓
会創立45周年記念講演
会，大阪

佐藤祐造

26.子どもの身体と肥満・糖尿病 講演
会

2011年２月 東海発育発達・測定評
価分科会企画研修会
（後援 : 東海体育学
会），名古屋

佐藤祐造

27.フェリチン高値の肝障害に対する瀉血
治療が耐糖能に及ぼす影響についての検討
（第一報）

学会
発表

2005年11月 日本糖尿病学会中国四
国地方会第43回総会，
高松

白石三思郎，白石天三，
佐藤祐造
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D　（学会発表等）
演題の名称 発表

形式 発表年月 学会等名称・開催地 発表者 該当頁

28.フェリチン高値の肝障害に対する瀉血
治療が耐糖能に及ぼす影響についての検討
（第二報）

学会
発表

2007年10月 日本糖尿病学会中国四
国地方会第45回総会，
愛媛

白石三思郎，白石天三，
佐藤祐造

29.フェリチン高値の肝障害に対する瀉血
治療が耐糖能に及ぼす影響についての検討
（第三報）

学会
発表

2010年10月 日本糖尿病学会中国四
国地方会第48回総会，
愛媛

白石三思郎，白石天三，
那須征夫，羽藤高明，
牧野英一，佐藤祐造

30.生活習慣病と運動処方 講演
会

2011年２月 平成22年度スポーツウ
ェルネス指導者養成講
座，三島

佐藤祐造

31.運動プログラムの管理 (2) 高血圧を合併
する場合のプログラム

講演
会

2011年２月 平成22年度健康運動指
導士養成講習会　後期　
愛知会場，日進

佐藤祐造

32.運動プログラムの管理 (3) 糖尿病を合併
する場合のプログラム

講演
会

2011年２月 平成22年度健康運動指
導士養成講習会　後期　
愛知会場，日進

佐藤祐造

33.健康・体力の維持・増進を目指した現
行の運動処方は果たして適切か ?

司会 2011年１月 2010年度心身科学会講
演会，日進

佐藤祐造

34.栄養と運動による筋タンパク質合成の
促進

司会 2011年１月 2010年度心身科学会講
演会，日進

佐藤祐造

35.学校保健活動の更なる充実を目指して 
─愛知県医師会の取り組み─

講演
会

2011年２月 愛知県小児保健協会学
術研修会，大府

稲坂博，吉田貴，
大野和美，妹尾好朗，
佐藤祐造，長嶋正實

36.生活習慣病ハイリスク者の個別栄養相
談における栄養教育法の検討

学会
発表

2011年１月 第14回日本病態栄養学
会年次学術集会，横浜

酒井映子，末田香里，
奥田みゆき，佐藤祐造

37 座談
会

2011年１月 糖尿病レクチャー２巻
２号　特集「これだけ
は知っておきたい運動
療法」，東京

司会者 :植木彬夫，
出席者 :山田悟，
佐藤祐造，北原綾，
天川淑宏

38.分かりやすい糖尿病の運動療法 ─理論
と実際─

講演
会

2011年５月 第33回記念いなべ生活
習慣病研究会，いなべ

佐藤祐造

39.総合人間ドックの必要性 講演
会

2011年５月 が ん・ 二 大 突 然 死
（脳・心）の早期発見法
～最新医療機器による
精密ドック～（伊藤整
形・内科　健診センタ
ー），犬山

佐藤祐造

40.教育講演　糖尿病の運動療法　レベル
アップの理論と実践

座長 2011年５月 第54回日本糖尿病学会
年次学術集会，札幌

佐藤祐造

41.中高年糖尿病患者の運動療法継続3年後
の体組成・全身持久力・糖代謝変化の検討

学会
発表

2011年５月 第54回日本糖尿病学会
年次学術集会，札幌

岡田節朗，古川理志，
高橋博幸，佐藤祐造

42 理事
長

2011年３月 第15回日本体力医学会
東海地方会，名古屋

佐藤祐造

43.「運動療法～春から運動を始める人の
ために」

ラジ
オ

2011年４月 CBC「きく !ラジオ」，
名古屋

佐藤祐造

44.シンポジウム「成長期のけがの予防と対
策」

座長 2011年３月 平成22年度学校保健シ
ンポジウム（愛知県医
師会），名古屋

長嶋正實，佐藤祐造

45.医療機関における栄養管理の取り組み
について

学会
発表

2011年３月 第６回日本栄養改善学
会北陸支部学術総会，
福井

五十嵐めぐみ，
清水瑠美子，酒井映子，
佐藤祐造

46.糖尿病の運動療法 :理論と指導方法 講演
会

2011年２月 福岡大学身体活動研究
所講演会，福岡

佐藤祐造

47. Outline of Aichi Gakuin University 講演
会

2011年３月 ダナン師範大学講演
会，ダナン，ベトナム

佐藤祐造
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D　（学会発表等）
演題の名称 発表

形式 発表年月 学会等名称・開催地 発表者 該当頁

48.総合人間ドックの役割 :病気の早期発
見と生活習慣指導

講演
会

2011年６月 伊藤整形・内科クリニ
ック健診センター内覧
会，丹羽郡

佐藤祐造

49.招請講演「糖尿病の運動療法 :理論と指
導方法」

学会
発表

2011年７月 第17回日本心臓リハビ
リテーション学会，大
阪

佐藤祐造

50.内分泌・代謝疾患 座長 2011年６月 第62回日本東洋医学会
学術総会，札幌

佐藤祐造

51.肥満誘発性２型糖尿病モデルラットに
おける防風通聖散の有用性

学会
発表

2011年６月 第62回日本東洋医学会
学術総会，札幌

小林亮平，宇野智子，
佐藤祐造

52.総括 :運動療法実施上の問題点とその
解決方法

講演
会

2011年３月 一宮西病院　糖尿病運
動療法セミナー，一宮

佐藤祐造

53.糖尿病から生活習慣病の重症化予防を
考える

講演
会

2011年８月 平成23年度特定健診・
保健指導従事者スキル
アップワーキング（愛
知県国民健康保険団体
連合会），名古屋

佐藤祐造

54. 「運動療法～夏のアドバイス」 ラジ
オ

2011年７月 CBC「きく !ラジオ」，
名古屋

佐藤祐造

55.生活習慣病の運動処方（肥満・糖尿病・
脂質異常症）

講演
会

2011年７月 第22回日本体力医学会
スポーツ医学研修会，
東京

佐藤祐造

56.中・高等学校における体育的部活動中
の球技による負傷割合

学会
発表

2011年９月 第54回東海学校保健学
会総会，名古屋

野々山順也，森田一三，
中垣晴男，下村淳子，
大澤功，佐藤祐造，
柘植紳平

57.シンポジウム「日本体力医学会プロジェ
クト研究 :メタボリックシンドロームの予
防・治療のための運動療法 :体力医学的評
価に基づく運動指針」

座長 2011年９月 第66回日本体力医学会
大会，下関

佐藤祐造，田中宏暁

58.シンポジウム「日本体力医学会プロジェ
クト研究 :メタボリックシンドロームの予
防・治療のための運動療法 :体力医学的評
価に基づく運動指針」他動的運動機器を用
いた運動療法

学会
発表

2011年９月 第66回日本体力医学会
大会，下関

佐藤祐造，長崎大

59.食事制限と自発運動がインスリン感受
性に及ぼす影響

学会
発表

2011年９月 第66回日本体力医学会
大会，下関

齋藤大蔵，小林亮平，
長崎大，佐藤祐造

60.教育講演　肥満の運動療法 座長 2011年９月 第32回日本肥満学会，
淡路

佐藤祐造

61.肥満誘発性２型糖尿病モデルラットに
おける防風通聖散のインスリン抵抗性改善
作用

学会
発表

2011年９月 第32回日本肥満学会，
淡路

小林亮平，大澤功，
佐藤祐造

62. C-peptide enhances in vitro and in vivo 
insulin action.

ポス
ター
発表

2011年９月 47th Annual Meeting 
European Association 
for the Study Diabetes.
Lisbon，Portugal 
(Diabetologia 54 
(Suppl1): S253, 2011に
掲載）

Sato Y, Chibalin A, 
Khookor O, Kubota M 
and Wahren J

63.糖尿病運動療法の現状 講演
会

2011年９月 ビクトーザ症例検討会
（糖尿病症例検討会），
名古屋

佐藤祐造
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下村淳子

C　（翻訳・資料）
著書・論文等の名称 共著

単著 発表年月 発表雑誌等 編著・共著者 該当頁

1. FD検討委員会報告 共著 2011年９月 日本養護教諭養成大学
協議会事業活動報告書
（2011年度）

池添志乃，井澤昌子，
大川尚子，岡本陽子，
郷木義子，下村淳子，
田村裕子，津島ひろ江，
藤本比登美，棟方百熊

pp.45‒58

D　（学会発表等）
演題の名称 発表

形式 発表年月 学会等名称・開催地 発表者 該当頁

1. 口演
座長

2010年11月 日本学校保健学会，埼
玉

2.学校管理下での入院を伴う負傷の年齢別
発生率に関する研究

学会
発表

2010年11月 日本学校保健学会，埼
玉

下村淳子，井澤昌子，
森田一三，中垣晴男，
大澤功，佐藤祐造

3.学校管理下における熱中症発症状況の分
析

学会
発表

2010年11月 日本学校保健学会，埼
玉

井澤昌子，下村淳子，
森田一三，中垣晴男，
大澤功，佐藤祐造

4.愛知県の学校管理下における熱中症発症
と環境温度との関連

学会
発表

2010年11月 日本学校保健学会，埼
玉

井澤昌子，下村淳子，
森田一三，中垣晴男，
大澤功，佐藤祐造

5.学会共同研究：研修の計画や自己評価に
生かすことができるような「健康相談活動
に必要な能力（力量）の枠組みについての検
討」にむけて

学会
発表

2011年２月 日本健康相談活動学
会，金沢

後藤ひとみ，浅田知恵，
五十嵐利恵，石田妙美，
北村米子，下村淳子，
田嶋八千代，山崎隆恵

6.学会共同研究「健康相談活動に必要な能
力（力量）の枠組みについての検討」中間報
告（1） ─日本健康相談活動学会誌及び学術
集会抄録集における記述内容の分析─

学会
発表

2011年２月 日本健康相談活動学
会，金沢

後藤多知子，荒野幸子，
小澤美奈子，金子寛子，
佐藤順子，下村淳子，
田嶋八千代，西川優子，
山崎隆恵

7.摂食障害の高校生との関わりからみえる
課題

学会
発表

2011年２月 日本健康相談活動学
会，金沢

圓岡和子，下村淳子

8.保健室経営計画の立案にむけて ─より
よい保健室経営計画を立案するために─

講演
会

2011年７月 平成23年度愛知県立高
等学校学校保健会学校
部会第１回東三河支部
養護教諭会研究会，豊
橋

下村淳子

9.中・高等学校における体育的部活動中の
球技による負傷割合

学会
発表

2011年９月 東海学校保健学会，名
古屋

野々山順也，森田一三，
中垣晴男，下村淳子，
大澤功，佐藤祐造，
柘植紳平

10.評価について ─養護教諭の執務をより
よい保健室経営計画に活かすために─

講演
会

2011年９月 平成23年度知多地方養
護教諭研修会，常滑

下村淳子

水藤弘吏

B　（論　文）
著書・論文等の名称 共著

単著 発表年月 発表雑誌等 編著・共著者 該当頁

1.テーピングと意識的な動作の矯正が跳躍
動作時の X脚の改善と跳躍高に及ぼす影
響

単著 2010年12月 愛知学院大学論叢心身
科学部紀要，第６号

pp.111‒118
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B　（論　文）
著書・論文等の名称 共著

単著 発表年月 発表雑誌等 編著・共著者 該当頁

2.地域住民を対象とした生活習慣病予防教
室の効果 ─医歯薬看心身系の大学連携に
よる実践事業─

共著 2010年12月 愛知学院大学論叢心身
科学部紀要，第６号

近藤健司，内藤正和，
長崎大，水藤弘吏，
加藤宏一，森圭子，
佐久間清美，山村恵子，
池田豊應，福田光男，
中垣晴男，佐藤祐造

pp.53‒60

C　（翻訳・資料）
著書・論文等の名称 共著

単著 発表年月 発表雑誌等 編著・共著者 該当頁

1.平成22年度　東海・近畿地区合同冬期体
育研修会　カービングスキー報告書

単著 2011年３月 大学保健体育研究，30 pp.21‒23

2.競泳水着の変遷および規格変更に伴う影
響

単著 2011年６月 東海体育学会会報，84 pp.8‒10

D　（学会発表等）
演題の名称 発表

形式 発表年月 学会等名称・開催地 発表者 該当頁

1.クロール泳におけるハイエルボー動作と
パフォーマンスとの関係について

学会
発表

2010年12月 第23回日本トレーニン
グ科学会大会，福岡

水藤弘吏

2.平成22年度心身科学研究所講演会　ボラ
ンティア活動について　～健康科学科の取
り組み～

講演
会

2011年２月 平成22年度心身科学研
究所講演会

水藤弘吏

3.スポーツのためのトレーニング理論 講義 2011年３月 第13回スポーツ推薦入
学者オリエンテーショ
ン

水藤弘吏

4.体験実習 「自分の身体を科学的に見てみ
よう」

実技
指導

2011年４月 オープンキャンパス体
験実習，日進

水藤弘吏

5. 実行
委員

2011年５月 VIIth World Congress on 
Science & Football, 
Japan, Nagoya

水藤弘吏

6. VIIth World Congress on Science & Football　
Poster1

座長 2011年５月 VIIth World Congress on 
Science & Football, 
Japan, Nagoya

水藤弘吏

7.フォークボールは何故落ちる？ 模擬
授業

2011年５月 新城東高等学校，新城 水藤弘吏

8.体験実習「自分の身体を科学的に見てみ
よう」

実技
指導

2011年７月 オープンキャンパス体
験実習，日進

水藤弘吏

9.スポーツ・バイオメカニクス 模擬
授業

2011年９月 私立暁高等学校，四日市 水藤弘吏

高田正義

D　（学会発表等）
演題の名称 発表

形式 発表年月 学会等名称・開催地 発表者 該当頁

1.指導者の選手に対するメンタルコントロ
ールについて

主宰 2010年10月 第85回メンタルトレー
ニング応用スポーツ心
理学研究会，日進

高田正義

2.実施するための準備をしよう ─行動変
容─

講演
会

2010年10月 なごや健康カレッジ，
名古屋

高田正義

3.心理的成熟と競技力向上の関係 主宰 2010年11月 第86回メンタルトレー
ニング応用スポーツ心
理学研究会，日進

高田正義

4.技能五輪メダリストの大会報告 主宰 2010年12月 第87回メンタルトレー
ニング応用スポーツ心
理学研究会，日進

高田正義
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D　（学会発表等）
演題の名称 発表

形式 発表年月 学会等名称・開催地 発表者 該当頁

5.一般教育場面におけるメンタルトレーニ
ングの応用

主宰 2011年１月 第88回メンタルトレー
ニング応用スポーツ心
理学研究会，日進

高田正義

6.ラグビー選手のメンタルトレーニング 講演
会

2011年１月 岐阜選抜選手（国民体
育大会）強化講習会，岐
阜県関市

高田正義

7.組織におけるリーダーシップについて 主宰 2011年２月 第89回メンタルトレー
ニング応用スポーツ心
理学研究会，日進

高田正義

8.自分を探そう ─自我状態の把握─ 講演
会

2011年２月 リーダーシップトレー
ニング，長野

高田正義

9.プレッシャーの対処法について 主宰 2011年３月 第90回メンタルトレー
ニング応用スポーツ心
理学研究会，日進

高田正義

10.メンタルトレーニングとは何か 講演
会

2011年３月 平成23年度　新入生オ
リエンテーション，日
進

高田正義

11.高校ラグビー選手のメンタル・コーチ
ングについて

学会
発表

2011年３月 第４回　日本ラグビー
学会，大阪

高田正義

12.コーチングとティーチング 講演
会

2011年３月 オール東海教育フェス
タ，愛知県岡崎市

高田正義

13.ベストパフォーマンスができるココロ
にする

講演
会

2011年３月 高田正義

14. 「あがり」とパフォーマンスについて～
交感神経優位性との関係～

主宰 2011年４月 第91回メンタルトレー
ニング応用スポーツ心
理学研究会，日進

高田正義

15.指導者としての自信とは 主宰 2011年５月 第92回メンタルトレー
ニング応用スポーツ心
理学研究会，日進

高田正義

16.メンタルトレーニングとは何か 講習
会

2011年５月 2011豊田自動織機メン
タル・トレーニング講
習会①，大府

高田正義

17.心理的コンディショニング 講習
会

2011年５月 2011豊田自動織機メン
タル・トレーニング講
習会②，大府

高田正義

18.身体的苦痛と集中力について 主宰 2011年６月 第93回メンタルトレー
ニング応用スポーツ心
理学研究会，日進

高田正義

19.目標設定 講習
会

2011年６月 2011豊田自動織機メン
タル・トレーニング講
習会③，大府

高田正義

20.姿勢・プラス思考 講習
会

2011年６月 2011豊田自動織機メン
タル・トレーニング講
習会④，大府

高田正義

21.メンタルコーチのチームへの介入方法
について

主宰 2011年７月 第94回メンタルトレー
ニング応用スポーツ心
理学研究会，日進

高田正義

22.プレッシャーとストレス 講習
会

2011年７月 2011豊田自動織機メン
タル・トレーニング講
習会⑤，大府

高田正義

23.音楽の利用とリラクゼーション 講習
会

2011年７月 2011豊田自動織機メン
タル・トレーニング講
習会⑥，大府

高田正義
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D　（学会発表等）
演題の名称 発表

形式 発表年月 学会等名称・開催地 発表者 該当頁

24.認知の歪み 講習
会

2011年８月 2011豊田自動織機メン
タル・トレーニング講
習会⑦，大府

高田正義

25.認知トレーニング 講習
会

2011年８月 2011豊田自動織機メン
タル・トレーニング講
習会⑧，大府

高田正義

26.コミュニケーションスキル① 講習
会

2011年８月 2011豊田自動織機メン
タル・トレーニング講
習会⑨，大府

高田正義

27.夏のメンタル 主宰 2011年８月 第95回メンタルトレー
ニング応用スポーツ心
理学研究会「一日集中
講習会」，日進

高田正義

28.実力を発揮するためのメンタルトレー
ニング

講習
会お
よび
実践
指

2011年８月 U17ラグビー日本代表
強化合宿（日中韓交流
試合直前合宿），日進

高田正義

29.日本代表ユースチームのメンタル・コ
ーチングについて

主宰 2011年９月 第96回メンタルトレー
ニング応用スポーツ心
理学研究会，日進

高田正義

30.コミュニケーションスキル②　～「争
い」と「衝突」～

講習
会

2011年９月 2011豊田自動織機メン
タル・トレーニング講
習会⑩，大府

高田正義

31.自信のスキル 講習
会

2011年９月 2011豊田自動織機メン
タル・トレーニング講
習会⑪，大府

高田正義

32.注意のスキルと試合前の準備 講習
会

2011年９月 2011豊田自動織機メン
タル・トレーニング講
習会⑫，大府

高田正義

33.技能五輪強化選手のカウンセリング（構
造物鉄工班）

講習
会

2011年９月 2011豊田自動織機，個
人カウンセリング①，
大府

高田正義

34.技能五輪強化選手のカウンセリング（旋
盤班）

講習
会

2011年９月 豊田自動織機，個人カ
ウンセリング②，大府

高田正義

辰巳　寛

B　（論　文）
著書・論文等の名称 共著

単著 発表年月 発表雑誌等 編著・共著者 該当頁

1.失語症における発話流暢性評価に関する
実態調査 ─言語聴覚士養成教育への応用
─

共著 2010年12月 愛知学院大学論叢心身
科学部紀要，第６号

辰巳寛，山本正彦 pp.21‒28

2.慢性期ディサースリアにおける言語治療
の検討 ─音響学的手法を用いた治療効果
の評価─

共著 2011年３月 心身科学，第３巻第１
号

杉山裕美，田中康博，
田中誠也，高見観，
北村洋子，古川博雄，
加藤里恵，辰巳寛，
山本正彦

pp.21‒34

3.弛緩性ディスースリアに対する言語病理
学的および音響学的検討　

共著 2011年３月 心身科学，第３巻第１
号

田中誠也，坂野晴彦，
田中康博，勝野雅央，
鈴木啓介，須賀徳明，
橋詰淳，辰巳寛，
祖父江元，山本正彦

pp.35‒51
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B　（論　文）
著書・論文等の名称 共著

単著 発表年月 発表雑誌等 編著・共著者 該当頁

4. Distinct neuropsychological profiles of three 
major symptom dimensions in obsessive-
compulsive disorder

共著 2011年５月 Psychiatry Res. 187(2) Hashimoto N, Nakaaki 
S, Omori IM, Fujioi J, 
Noguchi Y, Murata Y, 
Sato J, Tatsumi H, 
Torii K, Mimura M, 
Furukawa TA.

pp.166‒173

5. Utility of the Quality of Life-Alzheimer 
Disease Scale for Mild Cognitive Impairment

共著 2011年８月 Psychiatry Clin 
Neurosci. 65(5)

Tatsumi H, Yamamoto 
M, Nakaaki S, Hadano 
K,Narumoto J

p.533

D　（学会発表等）
演題の名称 発表

形式 発表年月 学会等名称・開催地 発表者 該当頁

1.軽度認知障害（MCI）における Quality of 
Life (QOL) の特徴と関連要因について

学会
発表

2010年11月 第29回日本認知症学会
大会，名古屋

辰巳寛，山本正彦，
仲秋秀太郎，

2.左視床梗塞によりコルサコフ症候群を呈
した一症例の臨床経過について

学会
発表

2010年11月 第34回日本高次脳機能
障害学会大会，大宮

浜田広幸，辰巳寛，
永井健太，波多野和夫

3.健常成人の発語明瞭度と異聴傾向の特徴 学会
発表

2010年12月 第77回愛知学院大学歯
学会学術大会大会，名
古屋

井上知佐子，富永智子，
早川統子，高見観，
伊藤美知恵，安藤浩美，
相原喜子，反橋美希，
岩田睦代，辰巳寛，
牧野日和，夏目長門，
田中貴信

4.盲ろう重複障害について ─コミュニケ
ーション障害者の理解と支援を考える─

講演 2010年12月「ヘレンケラーを知っ
ていますか」上映記念
特別講演会，名古屋

辰巳寛

5.訪問リハビリテーション実務者研修会 実行
委員

2010年12月 東海３県合同第一回訪
問リハビリテーション
実務者基礎研修会，名
古屋

辰巳寛

6.失語症入門シリーズⅢ ─超皮質性失語
について─（特別講師　波多野和夫）

主宰 2011年２月 第21回認知症ケア勉強
会，名古屋

辰巳寛

7.地域言語聴覚士団体による失語症の普及
啓発活動

座長 2011年３月 愛知県言語聴覚士会成
人部会専門研修会，名
古屋

辰巳寛

8. Jargonの分類と経緯について 座長 2011年３月 愛知県言語聴覚士会成
人部会専門研修会，名
古屋

辰巳寛

9.第一群　実態調査 座長 2011年５月 第６回愛知県言語聴覚
士協会学術総会大会，
安城

辰巳寛

10. The Stroke Aphasia Depression 
Questionnaire日本語版 （J-SADQ) の開発

学会
発表

2011年５月 第６回愛知県言語聴覚
士協会学術総会大会，
安城

辰巳寛，山本正彦，
仲秋秀太郎，
波多野和夫

11.弛緩性ディスースリアに対する言語病
理学的および音響学的検討

学会
発表

2011年６月 第12回日本言語聴覚学
会大会，郡山

田中誠也，坂野晴彦，
田中康博，勝野雅央，
鈴木啓介，須賀徳明，
橋詰淳，辰巳寛，
祖父江元，山本正彦

12.患者と家族への統合的介入方法による
認知症患者の精神症状と QOLに与える影
響の検討

学会
発表

2011年６月 第26回日本老年精神医
学会大会，東京

佐藤順子，仲秋秀太郎，
奥田正英，鳥井勝義，
阪野公一，水谷浩明，
宮裕昭，成本迅，
山中克夫，三村将，
辰巳寛
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D　（学会発表等）
演題の名称 発表

形式 発表年月 学会等名称・開催地 発表者 該当頁

13. Agitation Behavior in Dementia Scale 
(ABID) の標準化の検討

学会
発表

2011年６月 第26回日本老年精神医
学会大会，東京

鳥井勝義 , 仲秋秀太郎，
阪野公一，佐藤順子，
奥田正英，村田佳江，
辰巳寛，宮裕昭，成本
迅，山中克夫，三村将，
明智龍男，古川壽亮

14.認知症の方と家族を支援するメディカ
ル・ファミリー・セラピー

講演 2011年７月 第22回認知症ケア勉強
会，名古屋

辰巳寛

15.慢性期重度失語症者のリハビリテーシ
ョンと家族へのサポート ─心理・生活・
高次機能・書画などの長期に亘る改善の経
過─（特別講師　横張琴子）

主宰 2011年７月 第22回認知症ケア勉強
会，名古屋

辰巳寛

玉川達雄

B　（論　文）
著書・論文等の名称 共著

単著 発表年月 発表雑誌等 編著・共著者 該当頁

1.第10回東海支部教育セミナーまとめ注目
すべき感染症

共著 2011年５月 日本内科学会雑誌，
100巻第５号

石塚達夫，梅沢嘉孝，
村上啓雄，橋本迪子，
坂部茂俊，大曲貴夫，
玉川達雄

pp.1434‒1442

内藤正和

B　（論　文）
著書・論文等の名称 共著

単著 発表年月 発表雑誌等 編著・共著者 該当頁

1.地域住民を対象とした生活習慣病予防教
室の効果 ─医歯薬看心身系の大学連携に
よる実践事業─

共著 2010年12月 愛知学院大学論叢心身
科学部紀要，第６号

近藤健司，内藤正和，
長崎大，水藤弘吏，
加藤宏一，森圭子，
佐久間清美，山村恵子，
池田豊應，福田光男，
中垣晴男，佐藤祐造

pp.53‒60

2.若年層を対象とした栄養と運動に関する
生活習慣改善プログラムの評価

共著 2010年12月 愛知学院大学論叢心身
科学部紀要，第６号

内藤正和，武藤亜有，
近藤健司，川崎和彦，
酒井映子，佐藤祐造

pp.81‒91

3.総合型地域スポーツクラブにおけるNPO
法人化の影響について ─法人化前後の認
識に着目して─

単著 2011年３月 心身科学，第３巻第１
号

pp.65‒75

C　（翻訳・資料）
著書・論文等の名称 共著

単著 発表年月 発表雑誌等 編著・共著者 該当頁

1.平成21年度心身科学研究所研究助成研究
成果報告「総合型地域スポーツクラブにお
ける NPO法人化に関する研究」

単著 2011年３月 心身科学，第３巻第１
号

pp.114‒115

D　（学会発表等）
演題の名称 発表

形式 発表年月 学会等名称・開催地 発表者 該当頁

1.子どもの正しい生活習慣づくりにおける
普及方策についての検討 ～フォーラム参
加者を対象として～

学会
発表

2011年８月 第58回日本栄養改善学
会学術総会，広島

内藤正和，酒井映子，
上原正子，武藤亜有，
佐藤祐造

2.リーダーシップをとるためには 講義 2011年２月 第42回愛知学院大学リ
ーダーシップトレーニ
ング

内藤正和
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D　（学会発表等）
演題の名称 発表

形式 発表年月 学会等名称・開催地 発表者 該当頁

3.スポーツ選手としてのキャリア形成 講義 2011年２月 愛知学院大学スポーツ
推薦入学者オリエンテ
ーション

内藤正和

4.分析の手法 講義 2011年２月 刈谷市スポーツリーダ
ー養成講座

内藤正和

5.イベント方法論 講義 2011年２月 刈谷市スポーツリーダ
ー養成講座

内藤正和

長崎　大

B　（論　文）
著書・論文等の名称 共著

単著 発表年月 発表雑誌等 編著・共著者 該当頁

1.地域住民を対象とした生活習慣病予防教
室の効果 ─医歯薬看心身系の大学連携に
よる実践事業─

共著 2010年12月 愛知学院大学論叢心身
科学部紀要，第６号

近藤健司，内藤正和，
長崎大，水藤弘吏，
加藤宏一，森圭子，
佐久間清美，山村恵子，
池田豊應，福田光男，
中垣晴男，佐藤祐造

pp.53‒60

D　（学会発表等）
演題の名称 発表

形式 発表年月 学会等名称・開催地 発表者 該当頁

1.生活週間のリフォーム，匠の技お教えし
ます「健康的に正しく歩く秘訣」

実技
指導

2010年10月 なごや健康カレッジ，
名古屋

長崎大

2.健康づくり運動の実際静的レジスタンス
トレーニング　実習

実技
指導

2011年１月 平成22年度健康運動指
導士養成講習会（愛知
会場）

長崎大

3. 庶務
幹事

2011年３月 第15回日本体力医学会
東海地方会学術集会，
名古屋

長崎大

4.ベストパフォーマンスができるカラダに
する

講義 2011年３月 子どもの活躍はサポー
ト次第？！，公益財団
法人愛知県教育・スポ
ーツ振興財団，日進

長崎大

5.運動とカラダ，学びのトリセツ ─入門編
─

模擬
授業

2011年４月 オープンキャンパス模
擬授業，日進

長崎大

6.糖尿病運動療法 ─実践─ 実技
指導

2011年７月 運動療法セミナー（一
宮西病院）

長崎大

7.運動とカラダ，学びのトリセツ ─スポー
ツが目指すもの─

模擬
授業

2011年７月 オープンキャンパス模
擬授業，日進

長崎大

8.運動とカラダ，学びのトリセツ ─スポー
ツが目指すもの─

模擬
授業

2011年８月 オープンキャンパス模
擬授業，日進

長崎大

9.食事制限と自発運動がインスリン感受性
に及ぼす影響

口頭
発表

2011年９月 第66回日本体力医学会
大会，山口

齊藤大蔵 ,小林亮平，
長崎大，佐藤祐造

10.代謝・体液，内分泌 座長 2011年９月 第66回日本体力医学会
大会，山口

長崎大

11.シンポジウム7メタボリックシンドロー
ムの予防・治療のための運動療法 : 体力医
学的評価に基づく運動指針他動的運動機器
を用いた運動療法

口頭
発表

2011年９月 第66回日本体力医学会
大会，山口

佐藤祐造，長崎大
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早川統子

B　（論　文）
著書・論文等の名称 共著

単著 発表年月 発表雑誌等 編著・共著者 該当頁

1. Perception of cleft palate speech by Japanese 
listeners

共著 2010年12月 Aichi-Gakuin Dental 
Science., 23（1）

Hayakawa T, 
Natsume N,
 Chino N

pp.15‒29

2.口腔腫瘍切除後患者の発話特徴と顎義歯
の効果

共著 2011年７月 音声言語医学，52（3） 井上知佐子，加藤正子，
伊藤美知恵，富永智子，
早川統子，名倉知里，
岩田阿佑美，反橋未希，
下田伊津子，牧野日和，
長瀬好和，広瀬紀子，
藤原久美子，古川博雄，
尾澤昌悟，田中貴信，
夏目長門

pp.217‒224

D　（学会発表等）
演題の名称 発表

形式 発表年月 学会等名称・開催地 発表者 該当頁

1. Study of telepractice for children with cleft 
palate speech No.2 ̶Hypernasality, glottal 
stop and distortion from nasal emission̶

学会
発表

2011年４月 American Cleft Palate-
Craniofacial 
Association, 68th 
Annual meeting, San 
Juan, Puerto Rico

Hayakawa T, Inoue C, 
Tominaga T,Fujiwara K, 
Ito M, Tada S, Takami 
M, Natsume N

2. Investigation into the awareness of Cleft 
Palate Speech; ̶An assessment of articulation 
distortion related from nasal emission, 
palatalized articulation and glottal stop̶

学会
発表

2011年４月 American Cleft Palate-
Craniofacial 
Association, 68th 
Annual meeting, San 
Juan, Puerto Rico

Hayakawa T, Makino H, 
Niimi T, Minami K, 
Fujiwara K, Suzuki S, 
Imura H, Katayama K, 
Chino N, Natsume N

3.口蓋裂言語に対する 印象に関する研究 学会
発表

2011年５月  第35回日本口蓋裂学
会学術集会，新潟

早川統子，井上知佐子，
森智子，牧野日和，
伊藤美知恵，古川博雄，
新美照幸，南克浩，
鈴木聡，井村英人，
夏目長門

4.口蓋裂患児への遠隔言語訓練成果 学会
発表

2011年５月  第35回日本口蓋裂学
会学術集会，新潟

早川統子，井上知佐子，
富永智子，藤原久美子，
夏目長門

5. Telepractice for children with cleft palate 
speech ‒No.2‒ Hypernasality, glottal stop and 
distortion from nasal emission

学会
発表

2011年７月 Cleft 2011 International 
Cleft Lip and Palate 
Foundation, San 
Fransisco, USA

Hayakawa T, Inoue C, 
Tominaga T, Fujiwara K, 
Tada S, Ito M, Takami 
M, Natsume N

6.インドネシア共和国における口唇口蓋裂
治療国際医療協力の中での言語管理・治療
の可能性に関する検討

学会
発表

2011年７月 第22回歯科保健医療国
際協力協議会学術大
会，名古屋

早川統子，藤原久美子，
夏目長門，坂井千恵子，
井上さやか，吉田敬子，
今上修一，野口誠，
小浜源郁，砂川元，
辻司，山田正名，
長崎晶美，小宮顕，
釈永清志，宮本陽子，
松井亜耶，大前明博，
種依子

7.口蓋裂患児への遠隔言語訓練システムを
用いた 海外医療援助の検討

学会
発表

2011年７月 第22回歯科保健医療国
際協力協議会学術大
会，名古屋

早川統子，藤原久美子，
井上知佐子，富永智子，
井上さやか，野口誠，
夏目長門
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D　（学会発表等）
演題の名称 発表

形式 発表年月 学会等名称・開催地 発表者 該当頁

8. Velo-Cardio-Facial Syndrome Educational 
Foundation　アジア・アフリカ支部の活動
に関する報告

学会
発表

2011年７月 第51回日本先天異常学
会学術集会，東京

早川統子，佐藤祐造，
杉山成司，大澤功，
山本正彦，片山和男，
北村洋子，古川博雄，
辰巳寛，藤原久美子，
井上知佐子，森智子，
牧野日和，相原喜子，
岩田睦美，竹内朋也，
夏目長門

古川博雄

B　（論　文）
著書・論文等の名称 共著

単著 発表年月 発表雑誌等 編著・共著者 該当頁

1.小学生の永久歯う蝕・歯肉炎の関連と保
健指導上の課題

共著 2010年12月 愛知学院大学論叢心身
科学部紀要，第６号

大須賀惠子，松山吟珠，
渡邉智之，古川博雄

pp.11‒20

2.慢性期ディサースリアにおける言語治療
の検討　音響学的手法を用いた治療効果の
評価

共著 2011年３月 心身科学，第３巻第１
号

杉山裕美，田中康博，
田中誠也，高見観，
北村洋子，古川博雄，
加藤理恵，辰巳寛，
山本正彦

pp.21‒34

3.口唇形成術術後に認められた類皮嚢胞お
よび類表皮嚢胞に関する検討

共著 2011年４月 日本口蓋裂学会雑誌，
36巻１号

加藤大貴，古川博雄，
南克浩，新美照幸，
藤原久美子，夏目長門

pp.7‒11

4.口腔腫瘍切除後患者の発話特徴と顎義歯
の効果

共著 2011年７月 音声言語医学， 52巻３
号

井上知佐子，加藤正子，
伊藤美知恵，富永智子，
早川統子，名倉知里，
岩田阿佑美，反橋未希，
下田伊津子，牧野日和，
長瀬好和，広瀬紀子，
藤原久美子，古川博雄，
尾澤昌悟，田中貴信，
夏目長門

pp.217‒224

D　（学会発表等）
演題の名称 発表

形式 発表年月 学会等名称・開催地 発表者 該当頁

1.口唇口蓋裂患者とその家族に対する遺伝
カウンセリングの現状（第２報）　クライア
ントの特長について

学会
発表

2010年10月 第53回 NPO法人日本
口腔科学会中部地方部
会，富山

藤原久美子，山本正彦，
種村道代，鈴木聡，
古川博雄，夏目長門

2.治療後に永久歯萠出を認めた下顎骨
Garre骨髄炎の１例

学会
発表

2010年10月 第55回（社）日本口腔外
科学会総会・学術大
会，千葉

井村英人，南克浩，
古川博雄，新美照幸，
藤原久美子，加藤大貴，
久保勝俊，前田初彦，
夏目長門

3.高齢者に発生した ameloblastome，
unicystic typeの一例

学会
発表

2010年10月 第55回（社）日本口腔外
科学会総会・学術大
会，千葉

南克浩，新美照幸，
井村英人，藤原久美子，
加藤大貴，久保勝俊，
古川博雄，前田初彦，
夏目長門

4.口蓋裂言語に対する印象に関する研究 学会
発表

2011年５月 第35回日本口蓋裂学会
総会・学術集会，新潟

早川統子，井上知佐子，
森智子，牧野日和，
伊藤美知恵，古川博雄，
新美照幸，南克浩，
鈴木聡，井村英人，
石川拓，夏目長門
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D　（学会発表等）
演題の名称 発表

形式 発表年月 学会等名称・開催地 発表者 該当頁

5.口唇口蓋裂の血族罹患率に関する疫学調
査

学会
発表

2011年５月 第35回日本口蓋裂学会
総会・学術集会，新潟

加藤大貴，藤原久美子，
古川博雄，南克浩，
新美照幸，鈴木聡，
井村英人，夏目長門

6.ベトナム社会主義共和国ベンチェ省にお
ける先天異常発生調査　2009年調査実施分

学会
発表

2011年５月 第35回日本口蓋裂学会
総会・学術集会，新潟

新美照幸，藤原久美子，
井村英人，吉田和加，
南克浩，古川博雄，
鈴木聡，加藤大貴，
夏目長門

7.日本口唇口蓋裂協会の国際医療貢献活動 学会
発表

2011年７月 第22回歯科保健医療国
際協力協議会総会およ
び 学術集会，愛知

古川博雄，夏目長門，
川口文夫

8.日本医学歯学情報機構の国際医療貢献活
動

学会
発表

2011年７月 第22回歯科保健医療国
際協力協議会総会およ
び 学術集会，愛知

古川博雄，夏目長門，
小出忠孝

9. Better cleft lip and palate treatment To do 
PNAM more effectively ̶Synergy by the 
postoperative nostril retainer wearing ̶

学会
発表

2011年７月 第51回日本先天異常学
会学術集会，東京

Furukawa H, Katoh T, 
Niimi T, Imura H, 
Fujiwara K, Suzuki S, 
Natsume N

村松　喬

B　（論　文）
著書・論文等の名称 共著

単著 発表年月 発表雑誌等 編著・共著者 該当頁

1. Midkine as a factor to counteract the 
deposition of amyloid β-peptide plaques: in 
vitro analysis and examination in knockout 
mice.

共著 2011年１月 Int Arch Med. 4 巻１号，
オンライン番号１

Muramatsu H, Yokoi K, 
Chen L, Ichihara-Tanaka 
K, Kimura T, 
Muramatsu T

pp.1‒9

2. Morphological observation of the stria 
vascularis in midkine and pleiotrophin 
knokuout mice

共著 2011年２月 Auris Nasus Larynx 38
巻１号

Sone M, Muramatsu H, 
Muramatsu T, 
Nakashima T

pp.41‒45

3. Midkine: a promising molecule for drug 
development to treat diseases of the central 
nervous system.

単著 2011年３月 Curr Pharm Des. 17巻５
号

pp.410‒423

4. Premature ligand-receptor interaction during 
biosynthesis limits the production of growth 
factor midkine and its receptor LDL receptor-
related protein 1.

共著 2011年３月 J Biol Chem. 286巻10号 Sakamoto K, Bu G, 
Chen S, Takei Y, Hibi K, 
Kodera Y, 
McCormick LM, 
Nakao A, Noda M, 
Muramatsu T, 
Kadomatsu K

pp.8405‒8413

5. A novel glycosylation signal regulates 
transforming growth factor b receptors as 
evidenced by endo-b-galactosidase C 
expression in rodent cells.

共著 2011年４月 Glycobiology. 21巻４号 Watanabe S, Misawa M, 
Matsuzaki T, Sakurai T, 
Muramatsu T, Sato M

pp.482‒292

D　（学会発表等）
演題の名称 発表

形式 発表年月 学会等名称・開催地 発表者 該当頁

1.特別講演：Midkine: a small protein with 
big hope.

学会
発表

2010年11月 Excellence in Midkine 
Research 

Muramatsu T

2.ワークショップ講演：Midkine: a 
multifunctional protein involved in 
reproduction, repair and pathogenesis of 
inflammatory and malignant diseases.

学会
発表

2011年９月 European Physiological 
Society Turkish 
Physiological Society 
Joint Congress

Muramatsu T
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山本正彦

B　（論　文）
著書・論文等の名称 共著

単著 発表年月 発表雑誌等 編著・共著者 該当頁

1.家族歴を認めない FAP ATTR Val30Metの
臨床病理の検討

共著 2010年12月 Peripheral Nerve 2010 
21(2) 

小池春樹，橋本里奈，
冨田稔，両角佐織，
川頭祐一，飯島正博，
山本正彦，田中章景，
祖父江元

pp.346‒347

2.失語症における発話流暢性評価に関する
実態調査

共著 2010年12月 愛知学院大学論叢心身
科学部紀要，第６号

辰巳寛，山本正彦 pp.21‒28

3.慢性期ディサースリアにおける言語治療
の検討

共著 2011年３月 心身科学，第３巻第１
号

杉山裕美，田中康博，
田中誠也，高見観，
北村洋子，古川博雄，
加藤理恵，辰巳寛，
山本正彦

pp.21‒34

4.弛緩性ディサースリアに対する言語病理
学的および音響学的検討

共著 2011年３月 心身科学，第３巻第１
号

田中誠也，板野晴彦，
田中康博，勝野雅央，
鈴木啓介，須賀徳明，
橋詰淳，辰巳寛，
山本正彦 

pp.35‒51

5. Partial impairment of c-Ret at tyrosine 1062 
accelerates age-related hearing loss in mice.

共著 2011年５月 Neurobiol Aging. 2011 
May 23.

Ohgami N, Ida-Eto M, 
Sakashita N, Sone M, 
Nakashima T, Tabuchi 
K, Hoshino T, Shimada 
A, Tsuzuki T, Yamamoto 
M, Sobue G, Jijiwa M, 
Asai N, Hara A, 
Takahashi M, Kato M.

in press

6. Utility of the Quality of Life-Alzheimer’s 
Disease Scale for mild cognitive impairment.

共著 2011年８月 Psychiatry Clin 
Neurosci. 2011 
Aug;65(5)

Tatsumi H, Yamamoto 
M, Nakaaki S, Hadano 
K, Narumoto J.

in press

D　（学会発表等）
演題の名称 発表

形式 発表年月 学会等名称・開催地 発表者 該当頁

1.軽度認知障害（MCI）における Quality of 
Life (QOL) の特徴と関連要因について

学会
発表

2010年11月 第29回日本認知症学会
学術集会，名古屋

辰巳寛，山本正彦，
仲秋秀太郎，波多野和夫 

2.非集積地の高齢発症 FAP ATTR Val30Met
の自然歴に関する検討

学会
発表

2011年５月 第52回日本神経学会学
術大会，名古屋

杉浦真，小池春樹，
橋本里奈，冨田稔，
両角佐織，川頭祐一，
飯島正博，山本正彦，
田中章景，祖父江元

3.非集積地の高齢発症 FAP ATTR Val30Met
の腓腹神経病理所見

学会
発表

2011年５月 第52回日本神経学会学
術大会，名古屋

沖祐美子，小池春樹，
橋本里奈，冨田稔，
両角佐織，川頭祐一，
飯島正博，山本正彦，
田中章景，祖父江元

4.家族歴を認めない FAP ATTR Val30Metの
臨床病理の検討

学会
発表

2011年５月 第52回日本神経学会学
術大会，名古屋

小池春樹，橋本里奈，
冨田稔，両角佐織，
川頭祐一，飯島正博，
山本正彦，田中章景，
祖父江元
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D　（学会発表等）
演題の名称 発表

形式 発表年月 学会等名称・開催地 発表者 該当頁

5. STN-DBS後に生じた言語障害に対する
Lee Silverman voice treatmentの有用性　

学会
発表

2011年５月 第52回日本神経学会学
術大会，名古屋

渡辺宏久，田中康博，
宮崎雄，熱田直樹，
伊藤瑞規，千田譲，
平山正昭，梶田泰一，
辰巳寛，山本正彦，
祖父江元 

6.球脊髄性筋萎縮症の嚥下造影 学会
発表

2011年５月 第52回日本神経学会学
術大会，名古屋

坂野晴彦，勝野雅央，
田中誠也，鈴木啓介，
須賀徳明，橋詰淳，
山本正彦，祖父江元 

7. SBMAにおける構音障害の定量的検討 学会
発表

2011年５月 第52回日本神経学会学
術大会，名古屋

田中誠也，坂野晴彦，
勝野雅央，鈴木啓介，
須賀徳明，橋詰淳，
山本正彦，祖父江元 

8.弛緩性ディサースリアに対する言語病理
学的および音響学的検討

学会
発表

2011年６月 日本言語聴覚学会第12
回大会，郡山

田中誠也，板野晴彦，
田中康博，勝野雅央，
鈴木啓介，須賀徳明，
橋詰淳，辰巳寛，
祖父江元，山本正彦

9.非集積地の高齢発症 FAP ATTR Val30Met
の自然歴に関する検討

学会
発表

2011年９月 第22回日本末梢神経学
会，沖縄

小池春樹，橋本里奈，
冨田稔，両角佐織，
川頭祐一，飯島正博，
山本正彦，田中章景，
祖父江元
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